
ま ち  の

特 産

四 季 の 風 景

二 川 ダ ム の 桜

有 田 川 町 に は 桜 の 名 所 が い っ

ぱ い ！ 春 に は 二 川 ダ ム 周 辺 の 桜

並 木 を 目 当 て に 多 く の 観 光 客 が

訪  れ ま す  。

あ ら ぎ  島

国 の 重 要 文 化 的 景 観 に も 指 定 さ れ

た 有 田 川 町 の シ ン ボ ル 「 日 本 の 棚 田

百  選  」 あ ら ぎ  島  の  夏  は  、 緑  が  映  え て

見  る も  の  の  目 を  奪  い ま す  。

高 野 龍 神 ス カ イ ラ イ ン
の 霧 氷

紀  州  の  屋  根 と 言 わ れ る 山 々 を

縫 う よ う に 走 る 高 野 龍 神 ス カ イ

ラ イ ン の 冬 は 、 凜 と し て 美 し い

霧 氷 が 。 青 空 と の コ ン ト ラ ス ト

が と て も  鮮  や  か で す  。

鷲 ヶ 峰
コ ス モ ス パ ー ク

標 高 5 8 6 ｍ の 鷲 ヶ 峰 山 頂 で は 、 約

1 0 0 万 本 の コ ス モ ス が 咲 き 乱 れ ま

す 。 天 気 の 良 い 日 は 遠 く 四 国 ま で

見 渡 せ る 絶 景 ポ イ ン ト 。 春 に は ツ ツ

ジ も  楽 し め ま す  。

m a p D -2

m a p B -2

m a p F -2

m a p D -2, D -3, E -2
m a p H -2, H -3

m a p G -3

か な や 明 恵 峡 温 泉

天 然 木 が 香 る 建 物 が 魅 力 。 広 々 と し た 露 天 風 呂 が

人  気 で す 。

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 修 理 川 8 1- 3 　t el. 0 7 3 7- 3 2- 5 5 2 6 

し み ず 温 泉 健 康 館 ・ あ さ ぎ り

有 田 川 が 眼 下 に 広 が り 、く つ ろ げ る 「 健 康 館 」 。 ま き づ

く り の 八 角 形 の 湯 船 が 特 徴 的 。 隣 の 「 あ さ ぎ り 」 は 、 宿

泊  や  食  事 も で き ま す  。

【 詳 細 情 報 】
健 康 館 有 田 川 町 清 水 1 2 2 5- 1  t el. 0 7 3 7- 2 5- 1 1 2 6
あ さ ぎ り  有 田 川 町 清 水 1 2 2 5- 1  t el. 0 7 3 7- 2 5- 1 1 8 1

明 恵 上 人
ゆ か り の 遺 跡

な れ 寿 司
塩 サ バ と 手 こ ね の  塩

ご 飯 を 、 ア セ の 葉 で 包

ん で 自 然 発 酵 。 

温 泉 情 報

施 設 名 所 在 地  電 話 番 号  M A P

ど ん ど ん 広 場  庄 1 0 0 3- 2  0 7 3 7- 5 2- 6 6 6 1  B -3

道 の 駅  あ ら ぎ の 里  三 田 6 6 4- 1  0 7 3 7- 2 5- 0 0 8 8  E -2

道 の 駅  明 恵 ふ る さ と 館   金 屋 3 2 2- 1  0 7 3 7- 3 2- 9 7 7 8  B-3

道 の 駅  し ら ま の 里  宇 井 苔 2 1 3- 1  0 7 3 7- 3 2- 4 9 7 0  D -4

林 業 活 性 化 セ ン タ ー
（ C A F E & R E S T B A G D A D ）

修 理 川  2 6 1- 1  0 7 3 7- 2 3- 7 9 9 7  C- 4

直 売 所 一 覧直 売 所 一 覧

歴 史 ・ 特 産 物

田 舎 こ ん に ゃ く田 舎 こ ん に ゃ く

ぶ ど う 山 椒

ズ ガ ニズ ガ ニ

ア ユア ユ

湯 川 渓 谷 の 紅 葉

緑  と せ  せ ら ぎ  に  つ  つ  ま れ  た  美 し  い

渓 谷 は 、「 ア マ ゴ 釣 り 」 に 最 適 で

す 。さ が り 滝 な ど は 、 見 応 え あ り ！ 秋

に は 紅  葉 も 。

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 上 湯 川

m a p F -3

宗 祇 屋 敷 跡

下 津 野 の 生 家 跡 は 、 宗 祇 屋 敷 跡 と し

て 県 か ら 史 跡 に 指 定 さ れ て い ま す 。

m a p B -3

歓 喜 寺

明 恵 上 人 の 没 後 、 上 人 の 高 弟 で あ っ た 喜

海 が 湯 浅 氏 の 協 力 を 得 て 建 立 し た 。 重 要

文 化 財 の 阿 弥 陀 如 来 坐 像 や 地 蔵 菩 薩 坐

像  な ど の  寺  宝  が  伝  わ る  。

み ょ う え き ょ う

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 長 田

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 下 津 野

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 歓 喜 寺

町 内 に 5 カ 所  。

吉 原 、 筏 立 、 糸 野 、

神 谷 、 崎 山

生 石 高 原

標 高 8 7 0 m の 高 原 は 、3 6 0 °の  眺  望 と 草  花

に  彩 ら れ  、 秋  は ス ス キ の  名  所  。 ハ イ キ ン グ な

ど で 関 西 一 円 か ら 多 く の 人 が 訪 れ ま す 。

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 生 石 

【 詳 細 情 報 】 有 田 川 町 上 湯 川

【 詳 細 情 報 】 有 田 川 町 長 谷

【 詳 細 情 報 】 有 田 川 町 清 水

【 詳 細 情 報 】 有 田 川 町 二 川

お い し

浄 教 寺

重 要 文 化 財 の 大 日 如 来 坐 像 や 仏 涅 槃 図

な ど 数 多 く の 寺 宝 が 伝 わ る 。 寺 宝 の 多 く

は 、 明 恵 上 人 が 修 行 し た 最 勝 寺 か ら 伝 来

し た も の  。

夏

心  、 体 く つ  ろ ぐ

秋

冬
温 泉

春

m a p C -4

ブ ド ウ

山  椒 ブ ラ ザ ー ズ

シ  シ ト ウ

山 椒 の 生 産 量 日 本 一 を 誇 る 有 田

川 町 。 育 て ら れ て い る 品 種 は 「 ぶ ど

う 山 椒 」 で 、 粒 が 大 き く 香 り が 豊 か 。

「  緑 の ダ イ ヤ 」と 呼 ば れ て い ま す 。

わ さ び
寿 司

明 恵 上 人

鎌 倉 時 代 に 活 躍 し た

華 厳 宗 の 高 僧 で 、 京

都 ・ 栂 尾 に 高 山 寺 を 再

興 。 東 大 寺 の 学 頭 。

み ょ う え し ょ う  に  ん

m a p B -3

m a p C -3

宗 祇 法 師

西 行 、 芭 蕉 と な ら び

「 放 浪 三 大 詩 人 」 と 呼

ば れ た 連 歌 師 ・ 宗 祇 。

連 歌 を 大 成 し 、 世 に 広

め  ま し  た  。

歴 史
め ぐ り

有 田 川

ト マ ト

有 田 み か ん
有 田 川 町 は 温 州 み か ん の 有 名 生 産

地 。 み か ん は 、 全 国 で も 好 評 の 地 域

ブ ラ ン ド 品 「 有 田 み か ん 」 で す 。

馬 上 の 宗 祇 像
狩 野 元 信 （ 1 4 6 7 ～ 1 5 5 9 ）
室 町 時 代 　 1 6 世 紀
絹 本 彩 色 　 1 幅 　 9 7. 6 c m × 5 5. 4 c m
フ レ  デ リ ッ ク ・L ・ ジ ャ ッ ク  基  金
ボ ス ト ン 美 術 館 蔵

和 歌 山 県  有 田 川 町

観  光  リ  ー  フ  レ  ッ ト

お
で か け マ ッ プ

A R I D A G A W A  T O W N

あ り だ が わ

有田川町歳時記

あなたのライフスタイル に ぴったりのスポットがここに！

魚 を 釣 っ た り 、手 づ か み し た り 、夢 中 に な れ

る川遊び。川原でくつろげば、セミの声が聞

こえ、入 道 雲が見えます。そんな思い出が、

「絵日記」に描かれることでしょう。

川遊び

日 本 の フ ィッシ ン グ シ ー ン を 代

表 す る 釣 魚 ・ ア ユ 。有 田 川 は

シーズン中、県内外からの釣

り人 が 多く訪 れます 。

アユ釣り

有田巨峰村

【詳細情報】
有田川町川口1054-157
tel.0737-32-4484

魚のつかみどり体験

川 の 浅 瀬 の 一 部をせき止めて、アユ

ま た は ア マ ゴ を 手 づ か み 。捕 ま え た

魚はその 場で塩 焼きにして食 べられ

ます。（要予約）

【詳細情報】
有田川町清水607
ふれあいの 丘スポーツパーク
tel.0737-25-1288

みかん狩り体験

有田みかんの収穫体験は町

内各地で楽しめます。もぎたて

の 「 有 田 み か ん 」を ど う ぞ 。

【詳細情報】
有田川町役場商工観光課
tel.0737-52-2111

【詳細情報】
有田川町ふるさと開発公社
tel.0737-25-0221

【詳細情報】
有田川町鉄道交流館　tel.0737-52-8710

【詳細情報】
有田川町下津野704
tel.0737-52-4730

【詳細情報】
有田川町役場建設課
tel.0737-52-2111

サクラ・アマゴ釣り・

生石高原山開き

ツツジ・みかんの花

アジサイ・ホタル

アユ釣り・夏祭り

キャンプ

コスモス

生石高原のススキ

紅葉

みかん

スカイラインの霧氷

生石高原山焼き

感動体験

ふると さ
感動体験

ふると さ

mapF-3

体験交流工房わらし

紙すき、うちわ 、ぞうりといった昔ながらのモ

ノづくりを体験。ここでは、江戸時代から続

く紀州和紙「保田紙」の技術が伝承されて

います 。

【詳細情報】
有田川町清水1218-1
tel.0737-25-0621

ふれあいの丘
スポーツパーク・オートキャンプ場

【詳細情報】
有田川町清水607
tel.0737-25-1288

mapB-3

一般書約40,000冊、公立として全国2番目となる

漫画約35,000冊の蔵書を誇る「本のあるカフェ」ア

レック。コーヒー片手に優雅な一時を楽しめる開放的

な空間です。WiFiも利用可能でPCの貸出もOK。

mapA-3, B-3

ポッポみち

旧有田鉄道線路敷を歩行者・自転車専用道路とし

て整備したポッポみちは、ＪＲ藤並駅から有田川鉄

道公園までの全長5.2km。絵本作家が絵を描いた

駅跡も見所です。

mapB-3 有田川鉄道公園

公園入口では、D51形蒸気機関車がお出迎え。鉄道交流館

内 のジオラマ＆N ゲージに 加え、見て・乗って楽しめる往 年 の

車両「キハ58003」で鉄道ノスタルジーの世界を満喫。

遠 井 キャンプ 場

【詳細情報】
有田川町遠井31-2
tel.0737-25-0221

広い河原を利用したキャンプ場。1年を

通し 様 々 な 自 然 を 感 じてください 。

やすけ・左太夫

【詳細情報】
有田川町清水1065・1078-1
tel.0737-25-1059

趣のある古民家の宿。囲炉裏を囲んで

家 族や 友 人たちと楽しいひと時を。

千葉フルーツパーク

きび千葉の森公園の近くに造成されたフ

ルーツ農園。ブドウやクリなどを栽培、観光

農園として楽しみながら収穫。

【詳細情報】
有田川町大賀畑
tel.0737-52-2111（役場商工観光課）

mapA-2

せんば

お いし

有田川の河岸段丘につくら

れた独特な形をした棚田あ

らぎ島。「日本の棚田百選」

に選ばれた田んぼでお米づ

くりを 体 験 で き ま す 。

稲作体験

mapF-2

宿泊施設 ・ キャ ンプ場体験施設

有田川町地域交流センター（ALEC）

mapB-3

花の里河川公園

【詳細情報】
有田川町庄921先
tel.0737-52-8730（4月～9月）

有 田 川 の せ せらぎを聞きながらオートキャ

ンプ場でバーベキュー。食後にはスポー

ツ などでリフレッシ ュ 。

mapF-2

mapF-3

mapF-2

レ・ア ー リ し み ず

【詳細情報】
有田川町清水607
tel.0737-25-1288

木 の ぬ くも り が あ る モ ダ ン な

コ テ ー ジ 。眼 下 に 広 が る 清

水地域の風景は絶景です。

トレ ーラー ハ ウス や キャンピン

グカーでも O K 。ゆったりとした

オートキャンプ場は、アウトドア

感 覚にあふれ、夏を思いっき

りエンジョイ。 

A-3 mapE-2

泊 宿泊 宿
キャン キャン

自然の中で思い出づくり

ププ

自 然 に ふ れ 、モ ノ づ く り を し て わ か る

mapF-2

mapD-3

巨峰を中心とした関西有数のブドウ狩り

農園。みずみずしく実ったブドウを収穫体

験 できます 。

!!!!

有田川町の　　　ス ポ ット

有田川町歳時記
めぐりくる自然が、季節の移ろい、彩りを鮮やかに映し出します。

生石高原火上げ岩

蔵王橋 明恵峡の桜 ホタル

あらぎ 島

次の滝
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紙すき体験（紀州保田紙）

ぞ うり づ くり 体 験

うち わ づ くり

ぞ うり づ くり 体 験

うち わ づ くり

見る食 べる遊ぶゆ っ くり買う駐車場 トイレ

と  い

さたゆう

御霊駅跡



まち の

特産

四季の風景

二川ダムの桜

有田川町には桜の名所がいっ

ぱい！春には二川ダム周辺の桜

並木を目当てに多くの観光客が

訪 れます 。

あらぎ 島

国の重要文化的景観にも指定され

た有田川町のシンボル「日本の棚田

百 選 」あらぎ 島 の 夏 は 、緑 が 映 えて

見 るも の の 目を 奪 います 。

高野龍神スカイライン
の霧氷

紀 州 の 屋 根と言われる山々を

縫うように走る高野龍神スカイ

ラインの冬は、凜として美しい

霧氷が。青空とのコントラスト

がとても 鮮 や かです 。

鷲ヶ峰
コスモスパーク

標高586ｍの鷲ヶ峰山頂では、約

100万本のコスモスが咲き乱れま

す。天気の良い日は遠く四国まで

見渡せる絶景ポイント。春にはツツ

ジも 楽しめます 。

mapD-2

mapB-2

mapF-2

mapD-2,D-3,E-2
mapH-2,H-3

mapG-3

かなや明恵峡温泉

天然木が香る建物が魅力。広々とした露天風呂が

人 気です。

【詳細情報】
有田川町修理川81-3　tel.0737-32-5526 

しみず温泉健康館・あさぎり

有田川が眼下に広がり、くつろげる「健康館」。まきづ

くりの八角形の湯船が特徴的。隣の「あさぎり」は、宿

泊 や 食 事もできます 。

【詳細情報】
健康館 有田川町清水1225-1  tel.0737-25-1126
あさぎり  有田川町清水1225-1  tel.0737-25-1181

明恵上人
ゆかりの遺跡

なれ寿司
塩サバと手こねの 塩

ご 飯 を 、ア セ の葉で包

んで自然発酵。 

温泉情報

施設名 所在地  電話番号  MAP

どんどん広場 庄1003-2  0737-52-6661  B-3

道の駅  あらぎの里 三田664-1  0737-25-0088  E-2

道の駅  明恵ふるさと館  金屋322-1  0737-32-9778  B-3

道の駅  しらまの里 宇井苔213-1  0737-32-4970  D-4

林業活性化センター
（CAFE&REST BAGDAD）

修理川 261-1  0737-23-7997  C-4

直売所一覧 直売所一覧

歴史・特産物

田舎こんにゃく 田舎こんにゃく

ぶどう山椒

ズガニ ズガニ

アユ アユ

湯川渓谷の紅葉

緑 とせ せらぎ に つ つ まれ た 美し い

渓谷は、「アマゴ釣り」に最適で

す 。さ が り 滝 な ど は 、 見 応 え あ り ！ 秋

には紅 葉も。

【詳細情報】
有田川町上湯川

mapF-3

宗祇屋敷跡

下津野の生家跡は、宗祇屋敷跡とし

て県から史跡に指定されています。

mapB-3

歓喜寺

明恵上人の没後、上人の高弟であった喜

海が湯浅氏の協力を得て建立した。重要

文化財の阿弥陀如来坐像や地蔵菩薩坐

像 などの 寺 宝 が 伝 わる 。

みょうえきょう

【詳細情報】
有田川町長田

【詳細情報】
有田川町下津野

【詳細情報】
有田川町歓喜寺

町内に5カ所 。

吉原、筏立、糸野、

神谷、崎 山

生石高原

標高870mの高原は、360°の 眺 望と草 花

に 彩られ 、秋 はススキの 名 所 。ハイキングな

どで関西一円から多くの人が訪れます。

【詳細情報】
有田川町生石 

【詳細情報】有田川町上湯川

【詳細情報】有田川町長谷

【詳細情報】有田川町清水

【詳細情報】有田川町二川

おいし

浄教寺

重要文化財の大日如来坐像や仏涅槃図

など数多くの寺宝が伝わる。寺宝の多く

は、明恵上人が修行した最勝寺から伝来

したもの 。

夏

心 、体くつ ろぐ

秋

冬
温 泉

春

mapC-4

ブドウ

山 椒ブラザーズ

シ シトウ

山椒の生産量日本一を誇る有田

川町。育てられている品種は「ぶど

う山椒」で、粒が大きく香りが豊か。

「 緑のダイヤ」と呼ばれています。

わさび
寿司

明恵上人

鎌倉時代に活躍した

華厳宗の高僧で、京

都・栂尾に高山寺を再

興。東大寺の学頭。

みょうえしょう に ん

mapB-3

mapC-3

宗祇法師

西行、芭蕉とならび

「放浪三大詩人」と呼

ばれた連歌師・宗祇。

連歌を大成し、世に広

め まし た 。

歴史
めぐり

有田川

トマト

有田みかん
有田川町は温州みかんの有名生産

地。みかんは、全国でも好評の地域

ブ ラ ン ド 品「 有 田 み か ん 」で す 。

馬上の宗祇像
狩野元信（1467～1559）
室町時代　16世紀
絹本彩色　1幅　97.6cm×55.4cm
フレ デリック・L・ジャック 基 金
ボストン美術館蔵

和歌山県 有田川町

観 光 リ ー フ レ ット

お
でかけマップ

ARIDAGAWA TOWN ありだがわ

有 田 川 町 歳 時 記

あ な た の ラ イ フ ス タ イ ル  に  ぴ っ た り の ス ポ ッ ト が こ こ に ！

魚 を 釣 っ た り 、 手 づ か み し た り 、 夢 中 に な れ

る 川 遊 び 。 川 原 で く つ ろ げ ば 、 セ ミ の 声 が 聞

こ え 、 入  道  雲 が 見 え ま す 。 そ ん な 思 い 出 が 、

「 絵 日 記 」 に 描 か れ る こ と で し ょ う 。

川 遊 び

日  本  の  フ  ィ ッ シ  ン  グ  シ  ー  ン  を  代

表 す る 釣 魚 ・ ア ユ 。 有 田 川 は

シ ー ズ ン 中 、 県 内 外 か ら の 釣

り 人  が  多 く 訪  れ ま す  。

ア ユ 釣 り

有 田 巨 峰 村

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 川 口 1 0 5 4- 1 5 7
t el. 0 7 3 7- 3 2- 4 4 8 4

魚 の つ か み ど り 体 験

川  の  浅  瀬  の  一  部 を せ き 止 め て 、 ア ユ

ま た は ア マ ゴ を 手 づ か み 。 捕 ま え た

魚 は そ の  場 で 塩  焼 き に し て 食  べ ら れ

ま す 。（ 要 予 約 ）

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 清 水 6 0 7
ふ れ あ い の  丘 ス ポ ー ツ パ ー ク
t el. 0 7 3 7- 2 5- 1 2 8 8

み か ん 狩 り 体 験

有 田 み か ん の 収 穫 体 験 は 町

内 各 地 で 楽 し め ま す 。も ぎ た て

の 「 有 田 み か ん 」を ど う ぞ 。

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 役 場 商 工 観 光 課
t el. 0 7 3 7- 5 2- 2 1 1 1

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 ふ る さ と 開 発 公 社
t el. 0 7 3 7- 2 5- 0 2 2 1

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 鉄 道 交 流 館 　t el. 0 7 3 7- 5 2- 8 7 1 0

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 下 津 野 7 0 4
t el. 0 7 3 7- 5 2- 4 7 3 0

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 役 場 建 設 課
t el. 0 7 3 7- 5 2- 2 1 1 1

サ ク ラ ・ ア マ ゴ 釣 り ・

生 石 高 原 山 開 き

ツ ツ ジ ・ み か ん の 花

ア ジ サ イ ・ ホ タ ル

ア ユ 釣 り ・ 夏 祭 り

キ ャ ン プ

コ ス モ ス

生 石 高 原 の ス ス キ

紅 葉

み か ん

ス カ イ ラ イ ン の 霧 氷

生 石 高 原 山 焼 き

感 動 体 験

ふ る とさ
感 動 体 験

ふ る とさ

m a p F -3

体 験 交 流 工 房 わ ら し

紙 す き 、う ち わ  、 ぞ う り と い っ た 昔 な が ら の モ

ノ づ く り を 体 験 。 こ こ で は 、 江 戸 時 代 か ら 続

く 紀 州 和 紙 「 保 田 紙 」 の 技 術 が 伝 承 さ れ て

い ま す  。

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 清 水 1 2 1 8- 1
t el. 0 7 3 7- 2 5- 0 6 2 1

ふ れ あ い の 丘
ス ポ ー ツ パ ー ク ・ オ ー ト キ ャ ン プ 場

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 清 水 6 0 7
t el. 0 7 3 7- 2 5- 1 2 8 8

m a p B -3

一 般 書 約 4 0, 0 0 0 冊 、 公 立 と し て 全 国 2 番 目 と な る

漫 画 約 3 5, 0 0 0 冊 の 蔵 書 を 誇 る「 本 の あ る カ フ ェ 」 ア

レ ッ ク 。コ ー ヒ ー 片 手 に 優 雅 な 一 時 を 楽 し め る 開 放 的

な 空 間 で す 。 Wi Fi も 利 用 可 能 で P C の 貸 出 も O K 。

m a p A -3, B -3

ポ ッ ポ み ち

旧 有 田 鉄 道 線 路 敷 を 歩 行 者 ・ 自 転 車 専 用 道 路 と し

て 整 備 し た ポ ッ ポ み ち は 、Ｊ Ｒ 藤 並 駅 か ら 有 田 川 鉄

道 公 園 ま で の 全 長 5. 2 k m 。 絵 本 作 家 が 絵 を 描 い た

駅 跡 も 見 所 で す 。

m a p B -3有 田 川 鉄 道 公 園

公 園 入 口 で は 、D 5 1 形 蒸 気 機 関 車 が お 出 迎 え 。 鉄 道 交 流 館

内  の ジ オ ラ マ ＆ N  ゲ ー ジ に  加 え 、 見 て ・ 乗 っ て 楽 し め る 往  年  の

車 両 「 キ ハ 5 8 0 0 3 」 で 鉄 道 ノ ス タ ル ジ ー の 世 界 を 満 喫 。

遠  井  キ ャ ン プ  場

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 遠 井 3 1- 2
t el. 0 7 3 7- 2 5- 0 2 2 1

広 い 河 原 を 利 用 し た キ ャ ン プ 場 。1 年 を

通 し  様  々  な  自  然  を  感  じ て く だ さ い  。

や す け ・ 左 太 夫

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 清 水 1 0 6 5 ・1 0 7 8- 1
t el. 0 7 3 7- 2 5- 1 0 5 9

趣 の あ る 古 民 家 の 宿 。 囲 炉 裏 を 囲 ん で

家  族 や  友  人 た ち と 楽 し い ひ と 時 を 。

千 葉 フ ル ー ツ パ ー ク

き び 千 葉 の 森 公 園 の 近 く に 造 成 さ れ た フ

ル ー ツ 農 園 。ブ ド ウ や ク リ な ど を 栽 培 、 観 光

農 園 と し て 楽 し み な が ら 収 穫 。

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 大 賀 畑
t el. 0 7 3 7- 5 2- 2 1 1 1 （ 役 場 商 工 観 光 課 ）

m a p A -2

せ ん ば

お  い し

有 田 川 の 河 岸 段 丘 に つ く ら

れ た 独 特 な 形 を し た 棚 田 あ

ら ぎ 島 。「 日 本 の 棚 田 百 選 」

に 選 ば れ た 田 ん ぼ で お 米 づ

く り を  体  験  で  き  ま  す  。

稲 作 体 験

m a p F -2

宿 泊 施 設  ・  キ ャ  ン プ 場 体 験 施 設

有 田 川 町 地 域 交 流 セ ン タ ー （ A L E C ）

m a p B -3

花 の 里 河 川 公 園

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 庄 9 2 1 先
t el. 0 7 3 7- 5 2- 8 7 3 0 （ 4 月 ～ 9 月 ）

有  田  川  の  せ  せ ら ぎ を 聞 き な が ら オ ー ト キ ャ

ン プ 場 で バ ー ベ キ ュ ー 。 食 後 に は ス ポ ー

ツ  な ど で リ フ レ ッ シ  ュ  。

m a p F -2

m a p F -3

m a p F -2

レ ・ ア  ー  リ  し  み  ず

【 詳 細 情 報 】
有 田 川 町 清 水 6 0 7
t el. 0 7 3 7- 2 5- 1 2 8 8

木  の  ぬ  く も  り  が  あ  る  モ  ダ  ン  な

コ テ ー ジ 。 眼 下 に 広 が る 清

水 地 域 の 風 景 は 絶 景 で す 。

ト レ  ー ラ ー  ハ  ウ ス  や  キ ャ ン ピ ン

グ カ ー で も O K  。 ゆ っ た り と し た

オ ー ト キ ャ ン プ 場 は 、 ア ウ ト ド ア

感  覚 に あ ふ れ 、 夏 を 思 い っ き

り エ ン ジ ョ イ 。 

A -3m a p E -2

泊宿 泊宿
キ ャ ンキ ャ ン

自 然 の 中 で 思 い 出 づ く り

ププ

自 然 に ふ れ 、 モ ノ づ く り を し て わ か る

m a p F -2

m a p D -3

巨 峰 を 中 心 と し た 関 西 有 数 の ブ ド ウ 狩 り

農 園 。 み ず み ず し く 実 っ た ブ ド ウ を 収 穫 体

験  で き ま す  。

!!!!

有 田 川 町 の 　 　 　 ス  ポ  ッ ト

有 田 川 町 歳 時 記
め ぐ り く る 自 然 が 、 季 節 の 移 ろ い 、 彩 り を 鮮 や か に 映 し 出 し ま す 。

生 石 高 原 火 上 げ 岩

蔵 王 橋明 恵 峡 の 桜ホ タ ル

あ ら ぎ  島

次 の 滝

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

2 月

3 月

注 目
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紙 す き 体 験 （ 紀 州 保 田 紙 ）

ぞ  う り  づ  く り  体  験

う ち  わ  づ  く り

ぞ  う り  づ  く り  体  験

う ち  わ  づ  く り

見 る 食  べ る 遊 ぶ ゆ  っ  く り 買 う 駐 車 場ト イ レ

と  い

さ た ゆ う

御 霊 駅 跡



4 2

4 2

4 2

4 8 0

4 2

1 5 9

2 2

1 7 9

1 8

1 8

4 2 4

4 2 4

1 6 6

1 6 6

1 8 4

1 8 4

1 8 3

1 8 3

1 8 2

1 8 2

4 8 0

4 8 0

4 8 0

4 8 0

4 2 4

4 2 4
2 3

1 8 0

1 8 0

1 9

1 9

1 9

1 8 1

3 7 1

1 6 9

3 7 0

1 9 4
2 1

1 7 7

き い  み  や  は ら

ゆ  あ さ

ふ じ な み

ひ ろ か わ ビ ー チ

J R き の く に 線

阪 和 自 動 車 道

海 南I C

海 南 東I C

下 津I C

有 田I C

湯 浅I C

広 川I C

有 田 南I C

吉 備 湯 浅 P A

高 野 龍 神 ス

カ イ ラ イ ン

湯

浅

御

坊

道

路

至 南 紀 田 辺I C
（ 白 浜 ）

至 高 野 山

至 高 野 山

至 龍 神

至 龍 神

至 橋 本

有 田 川

早  月  谷  川

三  瀬  川  谷  川

中 尾 谷 川

四 村 川

湯 川 川

▲ 鳥 屋 城 山

▲▲
愛 宕 山愛 宕 山

玉 川

五 明 谷 川

遠
井

谷
川

宮 川 谷 川

沼 谷 川

坂 本
谷 川

室  川  谷  川

中 股
谷 川下 津

股 谷
川

紀 美 野 町

海 南 市

有 田 市

湯 浅 町

有 田 市

か  つ ら ぎ  町

奈 良 県

広 川 町

田 辺 市

日 高 川 町

▲ 城 ヶ 森 山

▲ 上 湯 川 岳 （ 有 田 川 町 の 最 高 峰 ）
　  1 2 6 1 m

▲ 白 馬 山

▲ 水 ヶ 宝 形 山

護 摩 壇 山 ▲護 摩 壇 山 ▲

生 石 高 原生 石 高 原

▲ 堂 鳴 海 山

生  石 ヶ 峰
▲

生  石 ヶ 峰
▲

▲ 文 覚 山▲ 文 覚 山

▲ 千 葉 山

▲ 白 蕨 山

▲
岩 室 山

▲
岩 室 山

修

理

川

● 千  葉 フ ル ー ツ パ ー ク

●

不 動 の 滝 ●不 動 の 滝 ●

● き び 千 葉 の 森 公 園

● 有 田 東 急
  ゴ  ル フ ク ラ ブ

●
鷲 ヶ 峰
コ ス モ ス パ ー ク
鷲 ヶ 峰
コ ス モ ス パ ー ク

明 恵 上 人 神 谷 遺 跡明 恵 上 人 神 谷 遺 跡

浄 教 寺浄 教 寺

長 樂 寺長 樂 寺

宗 祇 屋 敷 跡宗 祇 屋 敷 跡

田 口 川 砂 防 公 園 ●田 口 川 砂 防 公 園 ●

白 岩 丹 生 神 社白 岩 丹 生 神 社

明 恵 上 人 糸 野 遺 跡明 恵 上 人 糸 野 遺 跡

薬 王 寺

● き  び ド  ー  ム

湯 浅 警 察 署 ●

有 田 振 興 局 ●有 田 振 興 局 ●

●

地 域 交 流 セ ン タ ー
（ A L E C ）
地 域 交 流 セ ン タ ー

（ A L E C ）

ポ ッ ポ  み ち
（ 旧 有 田 鉄 道 線 路 跡 ）
ポ ッ ポ  み ち

（ 旧 有 田 鉄 道 線 路 跡 ）

● 田 殿 丹 生 神 社

明 恵 上 人 崎 山 遺 跡
（ 井 口 大 師 山 ）

●

● 有 田 川 町
　 金 屋 庁 舎
● 有 田 川 町
　 金 屋 庁 舎

●

道 の 駅
明  恵  ふ  る さ と  館
道 の 駅
明  恵  ふ  る さ と  館

明 恵 上 人
筏 立 遺 跡

か な や 明 恵 峡 温 泉か な や 明 恵 峡 温 泉

●

海 南 高 原
カ  ン ト  リ  ー  ク  ラ  ブ

花 の 里 河 川 公 園花 の 里 河 川 公 園

ど ん ど ん  広  場 ●ど ん ど ん  広  場 ●

次 の 滝 ●

● 有 田 巨 峰 村

●

白 馬 渓 谷

白 馬 ト  ン  ネ  ルバ イ パ ス

法 音 寺

道 の 駅 し ら ま の 里道 の 駅 し ら ま の 里

●

粟 生 の 巌

岩 倉 神 社

五 郷 渓 谷

● 七 滝

油 滝 ●

蔵 王 橋

城 山 神 社

生 石 神 社生 石 神 社

G S

G S

法 福 寺鈴 木 家 住 宅鈴 木 家 住 宅

早 月 峡

● 黒  沢  ハ  イ  ラ  ン ド
  （ 黒 沢 ゴ ル フ 場 ）
● 黒  沢  ハ  イ  ラ  ン ド
  （ 黒 沢 ゴ ル フ 場 ）

● ぬ の 池● ぬ の 池

●●

●
●

●

山 の 家 「 や す け 」「 左 太 夫 」
コ テ ー ジ
木 工 等 体 験 セ ン タ ー

山 の 家 「 や す け 」「 左 太 夫 」
コ テ ー ジ
木 工 等 体 験 セ ン タ ー

遠  井  キ ャ ン プ  場遠  井  キ ャ ン プ  場

オ  ー ト  キ  ャ  ン  プ  場オ  ー ト  キ  ャ  ン  プ  場

● 不 動 の 滝

● さ が り 滝

● 京 都 大 学 和 歌 山 研 究 林

湯 川 渓 谷

稲 荷 の 滝 ●稲 荷 の 滝 ●

● き び  ふ れ あ い  農  園● き び  ふ れ あ い  農  園
●

金 屋 テ ニ ス 公 園

明 恵 峡

明 恵 上 人 吉 原 遺 跡明 恵 上 人 吉 原 遺 跡
歓 喜 寺

●

秋 葉 多 目 的
ス ポ ー ツ 施  設

●

秋 葉 多 目 的
ス ポ ー ツ 施  設

岩 坂 観 音

三 大 神 社

日 光 神 社

笹 の 茶 屋笹 の 茶 屋

護 摩 山
タ ワ ー
護 摩 山
タ ワ ー

雨 錫 寺 阿 弥 陀 堂雨 錫 寺 阿 弥 陀 堂

●

●

し み ず 温  泉し み ず 温  泉

ふ れ あ い の  丘 ス ポ ー ツ パ ー ク
（ 道 の 駅 し み ず ）

レ ・ ア  ー  リ し  み  ず

体 験 交 流 工 房 わ ら し体 験 交 流 工 房 わ ら し

道 の 駅
あ ら ぎ  の  里

道 の 駅
あ ら ぎ  の  里

●

林 業 活 性 化 セ ン タ ー
（ C A F E & R E S T B A G D A D ）

あ ら ぎ  島

あ ら ぎ 島 展 望 台

拡 大 図 C拡 大 図 C

●
明 恵 の 里 ス ポ ー ツ 公 園

拡 大 図 B拡 大 図 B
拡 大 図 A拡 大 図 A

有 田 川 町
吉 備 庁 舎

ダ ム 公  園

二  川 ダ ム●

●

有 田 川 町
清 水 行 政 局

姥 ヶ 滝姥 ヶ 滝

五 西 月 郵 便 局

●

和 歌 山 県
果 樹 試 験 場

石 垣 尾 神 社

有 田 川 鉄 道 公 園 ●有 田 川 鉄 道 公 園 ●

岩 倉 神 社

G S
吉 祥 寺
薬 師 堂
吉 祥 寺
薬 師 堂
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※ 幅 員 狭 小

ぶ ど う 山 椒

※ 幅 員 狭 小
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A B C D E F G H

A B C D E F G H

↑ 至 楠 本

→ 二 川 ダ  ム

紀 美 野 P 笠 石

6 0 0 m

5 0 0 m

8 0 0 m

1, 2 0 0 m

1, 0 0 0 m

1 0 0 m 三 角 点
（ 標 高 8 7 0 m ）

た ま ご  牧  場
ま き ば

生 石 神 社

紀 美 野 P

有 田 川 P

紀 美 野 P

紀 美 野 P

有 田 川 P

車 道

車 道

車 道

未 舗 装

笠 石 下

↓ 早 月 峡

●
●

●
●

●

●

紀 美 野 P ～ 笠 石 1 0 0 m
笠 石 ～ 三 角 点 8 0 0 m
三 角 点 ～ 生 石 神 社 5 0 0 m
生 石 神 社 ～ ま き ば （ 車 道 ）  1, 0 0 0 m
ま き ば ～ 笠 石 下 （ 車 道 ）  1, 2 0 0 m
三 角 点 ～ 天 文 台 6 0 0 m

天 文 台 跡

オ  ー ト  キ  ャ  ン  プ  場

レ ・ ア  ー  リ
し み ず

ふ れ あ い の  丘 ス ポ ー ツ パ ー ク
（ 道 の 駅 し み ず ）

●
●

●

●

●

●

●

●

● あ ら ぎ  島● あ ら ぎ  島

あ ら ぎ 島 展 望 所

宮 川 口

道 の 駅
あ ら ぎ  の  里

川
田

有

川
田

有

湯 川 川

●

●

宿  泊  あ さ ぎ り

体 験 交 流 工 房 わ ら し体 験 交 流 工 房 わ ら し

●

山 の 家 「 や す け 」「 左 太 夫 」山 の 家 「 や す け 」「 左 太 夫 」

コ テ ー ジコ テ ー ジ
木 工 等 体 験 セ ン タ ー

清 水 駐 在 所

松 葉 堂 観 音

八 幡 小

八 幡 中

清 水 寺

清 水 八 幡 神 社

清 水 郵 便 局

0 1 0 0 ｍ 2 0 0 ｍ 3 0 0 ｍ

●

有 田 川 町
清 水 行 政 局
有 田 川 町
清 水 行 政 局

清 水 消 防 署

G S

G S

笠 松 左 太 夫 の 碑
さ た ゆ う

清 水 文 化 セ ン タ ー清 水 文 化 セ ン タ ー

至 高 野 龍 神 ス カ イ ラ イ ン

有 田 中 央 高
清 水 分 校
有 田 中 央 高
清 水 分 校

● 坂 口 製 作 所● 坂 口 製 作 所

●

し み ず 温  泉し み ず 温  泉

4 8 0

4 8 0

G S

1 0 0 m
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2 0 0 m

2 3 0 m
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3 0 0 m

8 0 0 m
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拡 大 図 C清 水 地 区 周 辺

清 水 木 材 加 工 所

近 畿 自 動 車 道

伊 吹 山

白 山

能 郷 白 山

荒 島 岳

氷 ノ 山

木 曽 川

長 良 川

宮 川

揖 斐 川

由 良 川

琵 琶 湖

三 方 湖

淡 路 島

伊 勢 湾

経 ヶ 岬

大 阪 湾

鳴 門 海 峡

明 石 海 峡

若 狭 湾

敦 賀 湾

播 磨 灘

伊 良 湖 岬

大 王 崎

志 摩 半 島

知 多 半 島

扇 ノ 山

越 前 岬

丹 後 半 島

敦 賀 半 島
円 山 川

北 川

庄 内 川

鈴 鹿 川

豊 川

名 古 屋

岐 阜

津

大 津京 都

神 戸

徳 島

奈 良

福 井

名 神 高 速 道 路

新 名 神 高 速 道 路新 名 神 高 速 道 路

舞 鶴 若 狭 自 動 車 道

西 名 阪 自 動 車 道
西 名 阪 自 動 車 道

中 国 自 動 車 道

山 陽 自 動 車 道

紀 勢 自 動 車 道

紀 勢 自 動 車 道

熊
野

尾
鷲

道
路

北 陸 自 動 車 道

東 海 北 陸 自 動 車 道

和 歌 山

有 田I C

泉 佐 野 J C T

り ん く うJ C T

関 西 国 際 空 港

神 戸 空 港

伊 丹 空 港

三 木 J C T
播 磨 J C T

吉 川 J C T

吹 田 J C T

天 理I C

1 6 8

1 6 8
1 7 5

1 7 6
1 7 3

2

1 6 3

1 7 0

1 6 52 5

1 6 9

1 6 6

4 2

2 6

2 8

5 5

神 戸 淡 路 鳴 門
自 動 車 道

京 奈 和 自 動 車 道

阪 神 高 速 1 3 号
東 大 阪 線
阪 神 高 速 1 3 号
東 大 阪 線

京 奈 和 自 動 車 道

京 都 縦 貫 自 動 車 道

A C C E S SA C C E S S

太 平 洋

湾
岸

線

3 7 0

4 2 4

和 歌 山I C

2 6

堺 J C T

西 宮I C

六 甲
ア イ ラ ン ド 北I C

松 原 J C T

吹 田 J C T

高 槻 J C T

堺 J C T

西 宮I C

六 甲
ア イ ラ ン ド 北I C

松 原 J C T

4 8 0

4 2 御 坊I C

南 紀 田 辺I C

有 田 川 町

近
畿
自
動
車
道

近
畿
自
動
車
道

大 阪大 阪

2 4

4 2

大 山 崎 J C T

京 都 南I C

大 山 崎 J C T

京 都 南I C

京 都 縦 貫 自 動 車 道

神 戸 J C T神 戸 J C T 高 槻 J C T

3 7 1
4 2 5

京 奈 和 自 動 車 道

京 奈 和 自 動 車 道

長 樂 寺

藤 並 小

吉 備 中

バ イ パ ス

天 満 川

天

鳥  尾  川

満
川

湯

浅

御

坊

道

路

0 1 0 0 ｍ 2 0 0 ｍ 3 0 0 ｍ0 1 0 0 ｍ 2 0 0 ｍ 3 0 0 ｍ

4 2

ふ じ な み

宗 祇 屋 敷 跡

J
R

紀
勢

本
線

2 2

2 2

興 善 寺

耳 地 蔵 尊

有 田I C

有 田 南I C

●

●

G S

G S

G S

休 日 急 患 セ ン タ ー

● 藤 並 保 育 所● 藤 並 保 育 所

●

有 田 川 町
観 光 案 内 所

（ 駅 舎 内 ）

藤 並 神 社

ポ ッ ポ  み ち
（ 旧 有 田 鉄 道 線 路 跡 ）
ポ ッ ポ  み ち

（ 旧 有 田 鉄 道 線 路 跡 ）

吉 備 交 番

地 域 交 流 セ ン タ ー
（ A L E C ）

地 域 交 流 セ ン タ ー
（ A L E C ）

吉 備 郵 便 局 ●

き  び ド  ー  ム
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m

0.
6

k
m

阪 和 自 動 車 道阪 和 自 動 車 道

●

●●

有 田 川 町
吉 備 庁 舎
有 田 川 町
吉 備 庁 舎

拡 大 図 A有 田I C ・ 有 田 南I C 周 辺

川
谷

月
早

川
谷

月
早

4 8 0

G S

G S

金 屋 中

金 屋 交 番金 屋 交 番

金 屋 中

● 金 屋 郵 便 局● 金 屋 郵 便 局

● 農  村  セ ン タ ー● 農  村  セ ン タ ー

有 田 川 鉄 道 公 園

ポ ッ ポ  み ち
（ 旧 有 田 鉄 道 線 路 跡 ）

● 金 屋 文 化 保 健 セ ン タ ー● 金 屋 文 化 保 健 セ ン タ ー

有 田 川

0 1 0 0 ｍ 2 0 0 ｍ 3 0 0 ｍ

4 8 0

4 2 4

鳥 屋 城 小鳥 屋 城 小

石 垣 小

G S

G S

祇 園 神 社

石 垣 尾 神 社

● 金 屋 テ ニ ス 公 園● 金 屋 テ ニ ス 公 園

明 恵 の 里 ス ポ ー ツ 公 園
●

明 恵 の 里 ス ポ ー ツ 公 園
●

歓 喜 寺歓 喜 寺

岩 間 寺

明 恵 上 人
吉 原 遺 跡

道 の 駅
明  恵  ふ  る さ と  館

1 8

2 2

2 2

拡 大 図 B金 屋 地 区 周 辺

0. 6 k m

1.
4 k m

●

4 2 4

4 2 4

有 田 川 町
金 屋 庁 舎
有 田 川 町
金 屋 庁 舎

●

阪 和 自 動 車 道

湯 浅 御 坊 道 路

自 然 と ふ れ あ い 、 モ ノ づ く り を 楽 し む 。 歴 史 ゆ か り の 地 を 歩 き 、 お い し い も の を 食 べ る … … 。
魅  力  い っ ぱ  い  の  有  田  川  が  体  感  で き る マ ッ プ で す  。

0 k ｍ 3 k ｍ2 k ｍ1 k ｍ

国 道

県 道

幹 線 道 路

J R

高 速 道 路

県 道 等 一 般 道

町 道 ・ 農 林 道

区 間 距 離1 0. 0 k m

道 の 駅

キ ャ ン プ  場

寺 社 仏 閣 等

遺 跡

温 泉

ト イ レ

バ リ ア フ リ ー ト イ レ

駐 車 場

ガ  ソ  リ ン  ス  タ  ン ドG S

学 校 交 番 ・ 駐 在 所


